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夢の保育士に、私への伝言
大学生 田中里沙 22

最近、 ドキ ドキしていると思ったら、春から

ずっと夢だった保育士になるからだつた。

そこで、学生から社会人になる自分に伝えた

いことがある。

まず、持ち前の明るさをいつまでも保ちつづ

けることだ。     ・

就職 1年目は、どのような職に就こうとも、

余裕を持てないと思う。仕事や職場の環境に慣

れることに、精いつぱいになってしまうからだ。

朝、早く起きることができるだろうか。先輩

らの先生をはじめ、保護者、子供たちとうまく

関わつていけるかどうか。心配性だから、たぶ

ん不安でいっぱいだろう。

でも大きな武器を持っていることを、決して

忘れないではしい。

得意なピアノ、すてきな笑顔、他の人と仕事

をしていく協調性がある。

これらを大切にすれば、きっと大丈夫。だか

ら、頑張つてね。        (奈 良市 )
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